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１．研究概要・目的
サイバーレジリエンスを向上させる取り組みの一つである、TLPT（Thread-Led 
Penetration Test）を導入するための課題と方策について調査することを目的とした。

３．１年間の活動成果
TLPTについての指針や報告書及び関連研

究について調査した。その中で、国外におい
ては多くの指針や報告書及び関連研究を見
つけることができた。しかし、日本国内にお
いては、指針はあるが関連研究があまり見
られなかった。また、TLPTを導入するため

には、費用面の問題や、人材が不足してい
る点、本番環境を用いた際の悪影響など、
課題についても多くあることが分かった。

４．2年次に向けての研究計画
引き続き関連研究等を調査し、TLPTを導
入するための課題と方策について考える。

２．背景
図のように、TLPTは金融分野において、国

内外で議論を重ねてきている。システムへ
の侵入に関する防御能力のみに焦点を当て
たペネトレーションテストのみならず、システ
ムの侵入後の「人」の対応などにも焦点を当
てているTLPTは、サイバーレジリエンスを
高めるうえで、有効な手段である。
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